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新公立病院改革プラン ３年目（平成３０年度）実績について 

【経営効率化編】 
■ 総括 

 平成 30 年度の常勤医師数は、前年度末からの 24名体制を維持することができた。 

 収益については、入院では全病床で 90.9％と高い病床利用率を維持し、前年度と比べほ

ぼ横ばいであったが、新本館棟竣工により療養環境の改善が図れ、室料差額収益は前年度

比で 23,887 千円の増収となった。外来では、患者数の増加により、前年度比で 25,310 千

円の増収となった。 

 経常費用については、平成 29年度の新本館棟竣工により、光熱水費、委託料など経費及

び減価償却費の増額などにより、全体で前年度比 476,821 千円の増額となった。 

 以上のことから、経常収支は 449,105 千円の赤字、当期純損益は 448,818 千円の赤字と

なったが、一方で、内部留保資金は単年度で 23,521 千円の蓄積が図れ、繰越内部留保資金

は 1,526,471 千円となり、健全な経営基盤の持続を図ることができた。 

 また、病院建設事業については、平成 30 年 3月に新本館棟がオープンし、診療機能は順

調に新本館棟へ移り、今年度は計画通り新管理棟（旧東棟）の改修、旧本館棟（西棟）の

解体が主なものとなった。 

計画通り順調に工事は進み、令和元年 9月末に全ての建設工事が終了し、10月 1日には

グランドオープンしたところである。 

 これからも、雲南医療圏の中核病院として、「地域に親しまれ、信頼され、愛される病院」

の基本理念のもと、安心、安全かつ良質な医療を継続して提供できるよう努めたい。 
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１．病院建設に伴う影響 

 ⑴ 病院建設に伴う負担 

 ①事業の進捗に伴う事業費の状況について 

（ア）中央棟外壁タイル補修工事 

平成３０年度の東棟・渡り廊下棟改修工事に併せ、外壁タイルの打診調査を建 

築ＪＶにて行った結果、外壁タイルの剥離・剥落が見られ、外壁タイル補修工事

を行った。それに併せ中央棟についても同様の調査を行った結果、すべての面に

おいて外壁タイルの浮き及び剥離が分布していた。 

このことにより、中央棟外壁タイル補修に係る工事費の増額が生じた。 

 

○工事概要 

・施 行 箇 所：中央棟の外壁４面について、タイルの剥離が見られる箇所を補修 

・施 工 内 容：外壁タイル剥離箇所をエポキシ注入工法（ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｸｲｯｸ工法） 

補修面積２５２.５８㎡ 

・概算工事費：６０,０００千円 

 

（イ）歯科口腔外科設置に伴う既設改修工事 

平成３１年度にて歯科口腔外科開設の計画に伴い、歯科口腔外科用の診察処置

室及び歯科口腔外科用のＸ線装置が必要となった。 

このことにより、開設に伴う既設改修工事が必要となり、工事費の増額が生じた。 

 

○工事概要 

・施 行 箇 所：診察処置室－本館棟４階東病棟内倉庫 

       Ｘ線装置－本館棟１階放射線科内のＸ線一般撮影室 

・施 工 内 容：本館棟４階東病棟内の倉庫を既設改修 

       本館棟１階放射線科内のＸ線一般撮影室を既設改修 

・概算工事費：２０,０００千円 

 

  ②事業の進捗に伴う事業費の状況について 

 計画時 最終発注時 H29 年度末 H30 年度末 比較 

総事業費 ６５億円 ９７億円 ９８億円 ９９億円 ３４億円の増 
 

 

 ⑵ 病院建設に伴う増収予定 

  ①個室料による増収 （単位：千円） 

 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 差引 

個 室 料 11,488 12,090 12,630 40,365 38,296 △2,069 

使 用 割 合 78.8％ 82.9％ 86.6％ 80.0％ 74.2％ △5.8 ㌽ 
 

  計画では、H27 年度対比 26,808 千円の収益増、利用率 80％としていたが、H30 年度実

績では、38,296 千円、74.2％となった。 
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  ②地域包括ケア病床の増床による増収  
 

       計 画 実 績 比 較 

増収額 13,140 千円 11,680 千円 △1,460 千円 
 

  計画では、地域包括ケア病床 5床増床による一般病床の収益単価アップにより、13,140

千円の増収を見込んでいたが、H30 年度は患者数の未達により 1,460 千円減額となっ

た。 

 

  ③医療機器の更新による増収  

   計 画 実 績 比 較 

ＣＴ 10,575 千円 6,119 千円 △ 4,456 千円 

ＭＲＩ 11,164 千円 10,029 千円 △ 1,135 千円 
 

ＣＴについては、計画では単価 10,000 円で見込んでいたが、H30 実績では 9,000 円と

なり減額となった。 

 

  ④療養環境加算による増収 

     計 画 実 績 比 較 

療養環境加算 9,444 千円 8,317 千円 △ 1,127 千円 
 

計画では、加算が算定できない個室数が 40床であったが、42床に増えたことなどによ

り、H30 年度の療養環境加算による実績は 1,127 千円減額となった。 

 

 ⑶ 病院建設に伴う償却と戻入について（費用、利益計上） 

  
①減価償却費 ②長期前払消費税償却 ③長期前受金戻入 

当年度 通期 当年度 通期 当年度 通期 

H28 年度 実績 0 0 1,580 1,580 0 0 

H29 年度 実績 22,628 22,628 7,420 9,000 2,403 2,403 

H30 年度 

計画 138,834 160,701 30,635 40,475 0 1,719 

実績 404,708 427,336 31,560 40,560 11,832 14,235 

比較 265,874 266,635 925 85 11,832 12,516 
 

新本館棟などの減価償却を１年前倒して計上したことにより、①減価償却費、③長期前受

金戻入については増額となった。 

 

 ⑷ 病院建設に伴う資産減耗費と戻入について（特別損失、特別利益計上） 

  項目 ①資産減耗費 ②長期前受金戻入 

H28 年度 
医師住宅・文化倉庫・介護

施設取り壊し 
実績 69,478 千円 0 

H29 年度 医療機器更新による廃棄 実績 54,257 千円 7,405 千円 

H30 年度 西棟本館他取り壊し 

計画 220,000 千円 11,200 千円 

実績 0 0 

比較 △ 220,000 千円 △ 11,200 千円 
 

H30 年度計画の西棟本館他取り壊しに係る会計処理は、H31 年度の予算で計上している。 
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 ⑸ 病院建設に伴う主な経費増減 

  ①増加項目 

 計 画 実 績 比 較 

（ア）保守料 7,000 千円 15,683 千円 8,683 千円 

（イ）電気料 17,000 千円 28,307 千円 11,307 千円 
 

  （ア）保守料 

    ○計画： 7,000 千円（ＣＴ、ＭＲＩ、電子カルテ） 

    ○実績：15,683 千円（昇降、電気、消防設備、医療ガス、衛生設備） 

 

  （イ）電気料 

    ○計画：17,000 千円 

    ○実績：28,307 千円（値上げ分差し引き後 19,112 千円） 

     ・電気使用量の増 

 H27 年度：2,766,264kwh 

      H30 年度：4,053,240kwh ⇒ 1,286,976kwh 増（1.5 倍増）※計画 1.4 倍 

 

     ・電気料金の値上げ 

      燃料調整単価 H27 年度：－ 507 千円 

             H30 年度： 1,421 千円（1,929 千円増） 

      再エネ付加金 H27 年度： 4,198 千円 

             H30 年度：11,425 千円（7,266 千円増） 

 

  ②削減項目 

削減額 計 画 実 績 比 較 

水道料 4,630 千円 3,804 千円 △ 826 千円 
     

   井水利用割合を、計画では上水 6：井水 4 としていたが、井水を利用する範囲が絞

られたため、上水 9：井水 1と計画より比率が下がり、削減額が減少した。 
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２．職員数計画に伴う影響 

 ⑴ 職員数計画 

  基準日：平成 31年 4月 1日 （単位：人） 

職  種 H28 年度 H29 年度 H30 年度 
H31 年度 計画 

対比 計 画 実 績 

① 医師 21 24 24 25 25 0 

  歯科医師 - - - - 1 1 

② 看護部長 1 1 1 1 1 0 

③ 看護師 123 123 125 125 122 △ 3 

④ 助産師 6 8 7 7 8 1 

⑤ 准看護師 3 3 3 3 4 1 

⑥ 保健師 2 2 3 2 3 1 

⑦ 看護助手 9 9 9 9 9 0 

⑧ 薬剤師 6 6 6 6 7 1 

⑨ 検査技師 11 11 11 11 12 1 

⑩ 放射線技師 7 8 8 8 8 0 

⑪ 臨床工学技士 1 1 1 2 2 0 

⑫ 視能訓練士 2 2 2 2 1 △ 1 

⑬ 理学療法士 17 20 20 20 21 1 

⑭ 作業療法士 10 12 12 12 11 △ 1 

⑮ 言語聴覚士 2 2 2 2 2 0 

⑯ 管理栄養士 3 3 3 3 3 0 

⑰ 調理師 10 10 9 9 8 △ 1 

⑱ 事務員(副管理者含む) 18 18 18 18 20 2 

⑲ 相談員 2 3 3 3 3 0 

合  計 254 266 267 268 271 3 
 

平成 30年度の医師数は前年度末からの 24名を維持した。平成 31 年 4月、経営統合により

掛合診療所が市立病院の附属診療所となったことにより、歯科医師 1 名及び准看護師 1 名

が市立病院職員となり、市立病院から医師 1 名及び事務員 1 名を配置することとなった。

また、総合診療専門研修プログラムに 1 名応募があり、地域ケア科に配属をした。これに

より、平成 31年度は 26名（歯科医師 1名含む）でのスタートとなった。 

 

 ⑵ 給与費の推移 

項  目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計画 実績 

医業費用給与費 2,337,064 2,293,826 2,547,061 2,451,000 2,656,673 205,673 

訪問看護給与費 60,788 58,712 61,854 61,000 61,023 23 

療養病床給与費 128,292 134,309 38,253 132,000 0 △ 132,000 

合  計 2,526,144 2,486,847 2,647,168 2,644,000 2,717,696 73,696 
 

H29 年 7 月より介護療養病棟から医療療養病棟へ転換したことに伴い、療養病床給与費か

ら医業費用給与費へ科目変更となった（療養病床給与費の減、医業費用給与費の増）。 
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３．収益確保 

 ⑴ 患者数（１日あたり）と病床利用率 

 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計 画 実 績 

一 般 病 棟 
患者数 143.3 人 147.1 人 149.1 人 140.0 人 145.5 人 5.5 人 

病床利用率 89.6％ 91.9％ 93.2％ 90.3％ 93.9％ 3.6 ㌽ 

包 括 ケ ア 

病 棟 

患者数 40.1 人 39.0 人 39.3 人 44.0 人 43.0 人 △1.0 人 

病床利用率 93.3％ 90.7％ 91.3％ 91.6％ 89.5％ △2.1 ㌽ 

回 復 期 

リ ハ 病 棟 

患者数 28.5 人 28.3 人 29.6 人 27.0 人 29.8 人 2.8 人 

病床利用率 94.9％ 94.4％ 98.8％ 90.0％ 99.3％ 9.3 ㌽ 

療 養 病 棟 
患者数 42.1 人 41.9 人 38.2 人 44.0 人 37.2 人 △6.8 人 

病床利用率 87.6％ 87.3％ 79.6％ 91.7％ 77.5％ △14.2 ㌽ 

合 計 
患者数 254.0 人 256.3 人 256.2 人 255.0 人 255.5 人 0.5 人 

病床利用率 90.4％ 91.2％ 91.2％ 90.7％ 90.9％ 0.2 ㌽ 
 

外  来 患者数 395.4 人 388.4 人 385.4 人 415.0 人 398.9 人 △16.1 人 

 

 ⑵ 診療単価 (円) 

  H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計 画 実 績 

一 般 病 棟 33,233 33,476 33,130 33,400 32,229 △1,171  

包 括 ケ ア 病 棟 32,030 32,581 32,052 31,500 32,295 795  

回復期リハ病棟 25,352 28,385 28,284 26,800 28,293 1,493  

療 養 病 棟 15,455 15,488 15,781 15,430 19,348 3,918  
 

外   来 7,887 7,881 8,215 8,000 8,132 132  

 

 ⑶ 収益目標 (千円) 

  H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計 画 実 績 

  

一般病棟 1,742,781 1,797,822 1,802,661 1,706,000 1,712,292 6,292 

包括ケア病棟 470,163 463,732 459,210 506,000 506,612 612 

回復期リハ病棟 264,221 293,499 306,008 264,000 307,491 43,491 

療養病棟(医療) - - 165,752 248,000 262,721 14,721 

入 院 収 益 2,477,165 2,555,053 2,733,631 2,724,000 2,789,116 65,116 

介護療養病棟 237,961 236,928 54,457 - - - 
 

外  来 757,776 743,758 766,242 806,000 791,552 △ 14,448 
 

※療養病棟は、平成 29 年 6 月までは介護療養病棟、7月から医療療養病棟へ転換  
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 ⑷ 診療行為件数（一月あたり） 

項  目 
H27 

年度 

H28 

年度 

H29 

年度 

H30 年度 計画 

対比 計 画 実 績 

脳血管リハビリテーション (単位/月) 1,800 2,077 2,558 2,000 2,374 374 

運動器リハビリテーション (単位/月) 4,050 4,463 4,565 4,500 4,437 △63 

呼吸器リハビリテーション (単位/月) 66 21 16 70 43 △27 

がん患者リハビリテーション (単位/月) - 225 167 230 238 8 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ総合計画評価料 (件/月) 168 184 170 170 147 △23 

人工透析 (件/月) 231 221 269 295 273 △22 

薬剤管理指導 (件/月) 319 308 202 320 191 △129 

退院時薬剤情報管理指導 (件/月) 13 10 6 20 3 △17 

無菌製剤処理料 (件/月) 102 112 70 110 11 △99 

薬剤総合評価調整加算 (件/月) - 3 2 10 2 △8 

上部内視鏡検査 (件/月) 514 503 526 520 550 30 

下部内視鏡検査 (件/月) 38 39 47 40 51 11 

腹部超音波検査 (件/月) 230 231 225 230 218 △12 

心臓超音波検査 (件/月) 61 65 62 70 52 △18 

頚動脈超音波検査 (件/月) 8 8 10 10 10 0 

下肢静脈超音波検査 (件/月) 14 17 15 20 18 △2 

乳腺超音波検査 (件/月) 19 23 27 20 1 △19 

マンモグラフィー (件/月) 70 80 77 70 75 5 

心電図検査 (件/月) 605 610 607 610 623 13 

ホルター心電図検査 (件/月) 8 6 6 10 6 △4 

脳波検査 (件/月) 4 4 6 10 5 △5 

ＣＴ (件/月) 383 367 366 400 406 6 

ＭＲＩ (件/月) 227 212 203 230 196 △34 

外来栄養食事指導料 (件/月) 30 33 42 30 39 9 

入院栄養食事指導料 (件/月) 9 10 13 10 15 5 

退院支援加算 (件/月) - 41 39 70 31 △39 

人間ドック (件/月) 70 74 72 80 73 △7 

各種健診 (件/月) 191 199 203 200 222 22 

オプション検診 (件/月) 300 322 319 320 393 73 

特定健康診査 (件/月) 37 37 37 45 41 △4 

特定保健指導 (件/月) 16 26 13 20 10 △10 

予防接種 (件/月) 256 300 330 270 323 53 
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 ⑸ 施設基準の取得状況 

  ①栄養サポートチーム加算の取得 

平成 30年 5月取得 実績 88千円 

 

  ②人工腎臓３から１へ上位基準の取得、導入期加算の取得、透析液水質確保加算及び

慢性維持透析濾過加算の取得 

   平成 30 年 8月取得 実績 1,785 千円 

 

  ③後発医薬品使用体制加算１(新基準)の取得（後発医薬品使用比率 85％以上） 

   平成 30 年 10 月 加算３から２への上位基準取得（使用比率 80～85％未満） 

   平成 31 年 03 月 加算２から１への上位基準取得（使用比率 85％以上） 

   平成 30 年度実績 2,630 件 997 千円 

年 月 
後発品使用比率 

（3か月平均値） 

H29 年 4月 ５５.７４％ 

H29 年 6月 ７１.０６％ 

H29 年 7月 ７６.１８％ 

H30 年 9月 ８３.７３％ 

H30 年 10 月 ８４.２８％ 

H31 年 2月 ８６.４３％ 

H31 年 3月 ８７.０９％ 
 

 

 

 ⑹ 手術件数 

 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計 画 実 績 

手術件数 83 件 79 件 75 件 100 件 70 件 △ 30 件 

 

 

 ⑺ 平均在院日数 

 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画対比 
計 画 実 績 

一般病床 19.4 日 19.1 日 19.8 日 19 日 20.0 日 1.0 
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 ⑻ 関連事業 

① 保健事業 （単位：件／千円） 

 
人間ドック 各種健診 オプション検査 

件 数 収 益 件 数 収 益 件 数 収 益 

H27 年度 実績 842 28,928 2,292 34,931 3,598 18,445 

H28 年度 実績 887 30,583 2,473 37,242 3,872 18,751 

H29 年度 実績 866 29,795 2,434 37,357 3,829 18,590 

H30 年度 

計画 960 33,000 2,400 36,000 3,840 20,000 

実績 881 30,166 2,659 41,587 4,718 18,299 

比較 △ 79 △ 2,834 259 5,587 878 △ 1,701 
 

 
特定健康診査 特定保健指導 予防接種 

件 数 収 益 件 数 収 益 件 数 収 益 

H27 年度 実績 449 3,777 197 1,662 3,077 23,526 

H28 年度 実績 444 3,735 311 2,625 3,596 26,805 

H29 年度 実績 439 3,717 157 2,384 3,957 30,241 

H30 年度 

計画 540 4,000 240 2,000 3,240 25,000 

実績 496 4,200 121 1,302 3,872 28,717 

比較 △ 44 200 △ 119 △ 698 632 3,717 
 

 
合 計 

件 数 収 益 

H27 年度 実績 10,455 111,269 

H28 年度 実績 11,583 119,741 

H29 年度 実績 11,682 122,084 

H30 年度 

計画 11,220 120,000 

実績 12,747 124,271 

比較 1,527 4,271 
 

  増収目標は R2年度に H27 年度対比で 9,000 千円の増収計画。H30 年度は、予防活動の

増進に努め、前年度比 2,187 千円、計画比 4,271 千円と増収が図れた。 

 

  ② 訪問事業 （単位：人／千円） 

 
医療保険 介護保険 その他 合 計 

患者数 収 益 患者数 収 益 患者数 収 益 患者数 収 益 

H27 年度 実績 2,577 26,082 4,350 33,808 153 790 7,080 60,680 

H28 年度 実績 2,366 24,003 5,052 39,408 190 973 7,608 64,384 

H29 年度 実績 2,460 24,967 5,030 38,452 185 937 7,675 64,356 

H30 年度 

計画 2,806 28,000 4,392 35,000 166 1,000 7,364 64,000 

実績 2,122 21,700 4,770 36,255 0 0 6,892 57,955 

比較 △684 △6,300 378 1,255 △166 △1,000 △472 △6,045 
 

  増収目標は R2年度に H27 年度比で 3,000 千円の増収計画。H30 年度は、宇寿荘との契

約（リハビリ）が終了となり、収益減となった。  
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４．費用削減 

 ⑴ 業務委託の見直し （単位：千円） 

項 目 
H27 年度 

（実績） 

H28 年度 

（実績） 

H29 年度 

（実績） 

H30 年度 

（実績） 
H31 年度 R2 年度 

①医事業務 101,232 98,118 96,003 96,444  業務見直し 

②清掃業務 46,224 46,224 47,830 55,500   

③警備業務 27,120 27,120 27,120 28,080   

④施設業務 17,820 17,820 18,445 25,000   

⑤給食業務 委託検討 → → → → → 

合 計 192,396 189,282 189,398 205,024   
 

改善目標は、R2年度に H27 年度比で 10,000 千円削減計画だが、以下の理由により、H30 年

度実績で H27 年度対比 12,628 千円の増額となった。 
 

 【業務委託の現状】 

 ② 清掃業務は、建設に伴う清掃エリアの増により増額となった 

 ③ 警備業務は、建設に伴う警備エリア、警備業務量の増により増額となった 

 ④ 施設業務は、建設に伴う管理設備の増により増額となった 

 

 ⑵ 材料費の見直し （単位：千円） 

項  目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

①診療材料（ＳＰＤ） 224,195 205,353 221,032 204,586 

②薬品（ＳＰＤ） 292,721 302,583 308,110 278,068 

③後発医薬品に切替  実施 → → 

 後発品使用比率 30％ 62.1％ 77.3％ 86.7％ 

④その他の材料費 45,838 48,026 55,261 58,600 

合 計（①+②+④） 562,754 555,962 584,403 541,254 
 

改善目標は、①②④の材料費では、R2年度に H27 年度比で 5,000 千円の削減、③の後発医

薬品使用比率を 80％とする計画であるが、H30 年度実績では、①②④の材料費では、21,500

千円の削減が図れ、③の使用比率は 86.7％と目標を達成した。 

 

 ⑶ 繰延勘定償却費 （単位：千円） 

項 目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

繰延償却費 9,024 4,060 4,060 0 0 0 
 

改善目標は、R2 年度に H27 年度比で 9,000 千円削減計画であったが、H30 年度に目標を達

成した。 
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 ⑷ 報償費 （単位：千円） 

項 目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

報償費 170,860 178,767 176,619 150,000 178,528 28,528 

 

 ⑸ 経費の目標値 （単位：千円） 

項 目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

厚生福利費 1,252 1,550 1,485 2,100 1,664 △ 436 

報償費 170,860 178,767 176,619 150,000 178,528 28,528 

旅費交通費 6,649 5,625 6,921 6,500 5,971 △ 529 

職員被服費 8,386 6,758 14,644 8,000 11,313 3,313 

消耗品費 7,743 8,166 8,527 8,000 9,248 1,248 

消耗備品費 3,666 4,235 1,889 4,000 2,059 △ 1,941 

光熱水費 62,030 60,121 69,004 78,000 85,152 7,152 

燃料費 28,176 26,860 30,478 29,500 37,750 8,250 

食糧費 108 120 122 200 57 △ 143 

印刷製本費 1,999 964 1,142 2,000 1,877 △ 123 

修繕費 31,675 39,047 36,911 31,000 27,200 △ 3,800 

保険料 6,329 6,429 6,007 6,400 6,793 393 

賃借料 41,605 42,376 46,946 45,400 50,679 5,279 

通信運搬費 8,621 6,382 6,503 8,000 6,962 △ 1,038 

委託料 217,150 217,024 217,588 211,000 230,488 19,488 

手数料 167 167 151 200 539 339 

負担金 2,098 2,102 2,172 2,200 2,132 △ 68 

保安費 65,423 65,091 65,533 74,800 60,714 △ 14,086 

衛生費 13,236 20,569 24,021 24,000 23,136 △ 864 

広告料 740 145 280 900 339 △ 561 

交際費 1,114 882 970 1,100 1,149 49 

公租公課 43 55 39 100 20 △ 80 

貸倒引当金繰入額 200 1,100 1,100 1,100 1,100 0 

雑費 7,104 6,571 7,133 6,800 5,544 △ 1,256 

合 計 686,374 701,106 726,185 701,300 750,414 49,114 
 

研究研修費の目標 （単位：千円） 

項 目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

謝金 368 310 1,008 500 1,105 605 

図書費 3,640 5,050 5,227 5,100 5,166 66 

旅費 4,388 6,091 6,866 5,000 5,964 964 

研究雑費 3,324 6,821 6,850 5,400 8,099 2,699 

合 計 11,720 18,272 19,951 16,000 20,334 4,334 
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５．一般会計繰出金の調整 

 ⑴ 一般会計繰出金の基準外繰出金の見直し 

  ①基準外繰出金の協議について 

   雲南市と協議が図れ、平成 29年度より繰出金算定のルール化の算定方式を定め、基

準外繰出金の解消を図った。 

 

  ②一般会計繰出金対医業収益比率 （単位：千円） 

  H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

基準内 267,350 272,708 429,876 447,611 428,948 △ 18,663 

基準外 187,323 172,045 0 0 0 0 

３条繰入金計 454,673 444,753 429,876 447,611 428,948 △ 18,663 

医業収益 3,823,359 3,902,945 3,979,499 3,999,007 4,025,831 26,824 

比 率 11.9% 11.4% 10.8% 11.2% 10.7% △ 0.5% 
 

・比率 ＝ ３条繰入金／医業収益 

 ※比率が低い方ほど一般会計からの繰入額は少ない 

・全国の自治体立同規模病院の H29 年度実績（平均）は 16.0％である。 

・当院の繰出金は、県内及び全国の自治体病院の中においても、対医業収益比率は 

平均値を下回っている。 

 

６．経常収支の目標について 

 ⑴ 平成３０年度実績 （単位：千円） 

  H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

経常収支 34,160 130,855 △ 60,271 △ 185,860 △ 449,105 △ 263,245 
 

H28 年度まで 5期連続の黒字計上でしたが、H30 年度は、新本館棟などの減価償却費の計上

及び給与費、経費など費用の増額により、449,105 千円の赤字計上となった。 

 

【主な要因】 

 ・新本館棟の減価償却費を 1年前倒しで計上したことにより増加となった 

  （影響額 267,000 千円） 

 ・給与費が勧奨退職による特別負担金、ベースアップなどにより増加となった 

  （影響額  70,000 千円） 

 ・経費が新本館棟の稼働により、委託料、光熱水費、燃料費などが増額となった 

  （影響額  30,000 千円） 
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７．各年度の収支計画 

 ⑴ 経営指標  

科  目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

経常収支比率 100.8% 103.1% 98.6% 95.9% 90.7% △5.2 ㌽ 

医業収支比率 95.0% 97.4% 94.7% 92.4% 86.9% △5.5 ㌽ 

入 

院 

一般病棟             

  

病床数 160 床 160 床 160 床 155 床 155 床 0 床 

看護配置 10 対 1 10 対 1 10 対 1 10 対 1 10 対 1 - 

平均患者数 143.3 人 147.1 人 149.1 人 140.0 人 145.5 人 5.5 人 

平均単価 33,233 円 33,476 円 33,130 円 33,400 円 32,229 円 △1,171 円 

病床利用率 89.6% 91.9% 93.2% 90.3% 93.9% 3.6 ㌽ 

平均在院日数 19.4 日 19.1 日 19.8 日 19.0 日 20.0 日 1.0 日 

地域包括ケア病棟             

 

病床数 43 床 43 床 43 床 48 床 48 床 0 床 

平均患者数 40.1 人 39.0 人 39.3 人 44.0 人 43.0 人 △1.0 人 

平均単価 32,030 円 32,581 円 32,052 円 31,500 円 32,295 円 795 円 

病床利用率 93.3%  90.7% 91.3% 91.6% 89.5% △2.1 ㌽ 

回復期リハビリ病棟             

 

病床数 30 床 30 床 30 床 30 床 30 床 0 床 

平均患者数 28.5 人 28.3 人 29.6 人 27.0 人 29.8 人 2.8 人 

平均単価 25,352 円 28,385 円 28,284 円 26,800 円 28,293 円 1,493 円 

病床利用率 94.9% 94.4% 98.8% 90.0% 99.3% 9.3 ㌽ 

療養病棟        

 

病床数 48 床 48 床 48 床 48 床 48 床 0 床 

平均患者数 42.1 人 41.9 人 38.2 人 44.0 人 37.2 人 △6.8 人 

平均単価 15,455 円 15,488 円 15,781 円 15,430 円 19,348 円 3,918 円 

病床利用率 87.6% 87.3% 79.6% 91.7% 77.5% △14.2 ㌽ 

外
来 

平均患者数 395.4 人 388.4 人 385.4 人 415.0 人 398.9 人 △16.1 人 

平均単価 7,887 円 7,881 円 8,215 円 8,000 円 8,132 円 132 円 

給与費対医業収益比率 

（決算統計の算出方法） 
53.2% 50.8% 53.8% 53.8% 54.7% 0.9 ㌽ 

材料費対医業収益比率 

（決算統計の算出方法） 
15.4% 14.8% 14.8% 14.7% 13.4% △1.3 ㌽ 
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 ⑵ 収益的収支目標 

科  目 H27 年度 H28 年度 H29 年度 
H30 年度 

計画 実績 計画対比 

収
益
的
収
入 

事業収益 4,243,293 4,299,553 4,313,228 4,346,302 4,394,097 47,795 

医業収益 3,522,921 3,600,407 3,860,709 3,646,296 3,967,734 321,438 

入院収益 2,477,165 2,555,053 2,733,631 2,476,000 2,789,116 313,116 

外来収益 757,776 743,758 766,242 806,000 791,552 △14,448 

その他医業収益 163,374 174,549 177,061 236,200 211,879 △24,321 

一般会計負担金 124,606 127,047 183,775 128,096 175,187 47,091 

医業外収益 413,871 395,212 325,469 375,706 366,015 △9,691 

受取利息配当金 461 201 213 200 246 46 

一般会計補助金 81,883 71,833 161,668 67,470 153,221 85,751 

補助金 34,496 27,332 26,535 15,000 22,999 7,999 

一般会計負担金（ﾙｰﾙ化分） 60,861 73,828 84,433 252,045 100,540 △151,505 

一般会計負担金（基準外分） 187,323 172,045 0 0 0 0 

患者外給食収益 818 697 762 840 995 155 

長期前受金戻入 29,430 30,171 26,325 21,651 47,230 25,579 

その他医業外収益 18,599 19,105 25,533 18,500 40,784 22,284 

訪問看護収益 61,436 65,514 64,952 64,100 60,061 △4,039 

外来収益 60,680 64,384 63,864 64,000 57,956 △6,044 

その他医業収益 756 1,130 1,088 100 2,105 2,005 

療養病床収益 239,002 237,966 54,693 249,000 0 △249,000 

外来収益 237,961 236,928 54,457 248,000 0 △248,000 

その他医業収益 1,041 1,038 236 1,000 0 △1,000 

収
益
的
支
出 

事業費用 4,203,070 4,237,722 4,420,351 4,740,962 4,842,915 101,953 

医業費用 3,789,198 3,781,347 4,092,454 4,046,400 4,567,738 521,338 

給与費 2,337,064 2,293,826 2,547,061 2,451,000 2,656,673 205,673 

材料費 562,754 555,962 584,403 555,000 541,254 △13,746 

経費 686,374 701,106 726,185 701,300 750,414 49,114 

減価償却費 187,734 207,398 214,854 319,100 596,171 277,071 

資産減耗費 3,552 4,783 0 4,000 2,892 △1,108 

研究研修費 11,720 18,272 19,951 16,000 20,334 4,334 

医業外費用 179,128 160,709 164,868 235,362 211,632 △23,730 

支払利息及び企業債取扱諸費 53,164 50,146 52,125 78,467 60,839 △17,628 

患者外給食材料費 563 741 560 700 449 △251 

消費税及び地方消費税 94,865 86,952 80,420 98,000 88,844 △9,156 

その他医業外費用 15,767 12,660 17,133 17,000 20,220 3,220 

繰延勘定償却 9,024 4,060 4,060 0 0 0 

長期前払消費税勘定償却 5,745 6,150 10,570 41,195 41,280 85 

訪問看護費用 64,056 60,915 63,770 64,000 63,545 △455 

給与費 60,788 58,712 61,854 61,000 61,023 23 

その他費用 3,268 2,203 1,916 3,000 2,522 △478 

療養病床費用 170,688 165,273 45,002 175,200 0 △175,200 

給与費 128,292 134,309 38,253 132,000 0 △132,000 

その他費用 32,588 25,561 6,749 28,000 0 △28,000 

減価償却費 9,808 5,403 0 15,200 0 △15,200 

経常損益 34,160 130,855  △60,271 △185,860 △449,105 △263,245 

特別利益 6,063 454  7,405  11,200 287  △10,913 

特別損失 0 69,478  54,257  220,000 0  △220,000 

当期純損益 40,223 61,831  △107,123 △394,660 △448,818 △54,158 

未処分利益剰余金 80,611 142,442  35,319 △676,311 △413,499 262,812 



 

14 

 

 ⑶ 資本的収支目標 

科目／年度 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 

実績 実績 実績 計画 実績 計画対比 

資
本
的
収
支
（（
税
込
） 

資本的収入 868,560 2,280,784 6,142,432 1,049,282 1,072,547 23,265 

企業債 679,700 2,033,900 5,490,100 833,400 826,500 △ 6,900 

一般会計出資金（ﾙｰﾙ化分） 139,799 145,454 173,763 168,142 178,437 10,295 

〃    （基準外ルール分） 2,706 0 0 0 0 0 

固定資産売却代 19,967 0 0 0 0 0 

補助金 25,928 99,722 477,561 47,600 67,086 19,486 

投資償還収入 460 1,708 1,008 140 524 384 

資本的支出 941,848 2,376,108 6,256,452 1,165,098 1,201,400 36,302 

建設改良費 718,916 2,139,292 5,996,727 881,000 919,381 38,381 

企業債償還金 218,732 233,116 257,225 279,298 280,219 921 

投資その他の資産 4,200 3,700 2,500 4,800 1,800 △ 3,000 

資本的収支不足額 73,288 95,324 114,020 115,816 128,853 13,037 

補
填
財
源 

損益勘定留保資金 62,478 87,153 113,917 109,916 121,537 11,621 

その他（４条消費税） 10,810 8,171 103 5,900 7,316 1,416 

補填財源合計 73,288 95,324 114,020 115,816 128,853 13,037 

内
部
留
保
資
金 

減価償却費 197,542 212,801 214,854 334,300 596,171 261,871 

資産減耗費 3,552 74,261 54,257 224,000 2,892 △ 221,108 

繰延勘定償却費 9,024 4,060 4,060 0 0 0 

長期前払消費税勘定償却 5,745 6,150 10,570 41,195 41,280 85 

看護師確保経費（奨学金） 0 0 2,400 0 1,800 1,800 

その他（４条消費税） 10,810 8,171 103 5,900 7,316 1,416 

長期前受金戻入 △ 30,518 △ 30,625 △ 33,730 △ 32,851 △ 47,517 △ 14,666 

賞与引当金増減額 2,773 7,442 3,372 0 △ 792 △ 792 

貸倒引当金増減額 45 1,039 △ 963 0 42 42 

計 198,973 283,299 254,923 572,544 601,192 28,648 

当年度純損益 40,223 61,831 △ 107,123 △ 394,660 △ 448,818 △ 54,158 

資本的収支不足額 73,288 95,324 114,020 115,816 128,853 13,037 

予算繰越事業費財源 

（企業債・県補助金） 
0 0 54,360 0 0 0 

予算繰越事業費 

（ﾊﾞｲｵﾏｽ設備） 
0 0 △ 54,432 0 0 0 

当年度分内部留保資金 165,908 249,806 33,708 62,068 23,521 △ 38,547 

内部留保資金繰越額 1,219,436 1,469,242 1,502,950 1,194,366 1,526,471 332,105 

不
良
債
務 

流動資産 1,718,371 2,478,478 2,409,366 1,907,556 2,275,439 367,883 

うち未収金 664,493 741,119 1,128,400 560,000 675,803 115,803 

流動負債 795,514 1,338,507 1,261,159 1,263,663 1,203,521 △ 60,142 

うち一時借入金 0 0 0 0 0 0 

うち企業債 233,116 257,225 280,219 485,508 380,591 △ 104,917 

うち未払金 385,458 897,404 790,746 600,600 631,170 30,570 

流動比率 216.0% 185.2% 191.0% 151.0% 189.1% 38.1 ㌽ 

企業債未償還残高 2,710,023 4,510,806 9,752,681 10,310,583 10,298,963 △ 11,620 

一般会計繰入金（再掲） 597,178 590,207 603,639 615,753 607,385 △ 8,368 
 


